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	２．事業内容（概要）
	３．アンケート結果
	（１）アンケート
	４満足　３やや満足　２やや不満　１不満
	４満足　３やや満足　２やや不満　１不満
	（２）参加者の声
	〇子ども家族と参加させていただきましたが、大変楽しかったです。
	〇魚が釣れなくて少し残念でしたが、とても楽しかったです。
	〇子どもたちも楽しんで参加できました。
	〇息子たちに体験させて食への意識が変わったと思う。
	〇普段の生活の中では、子どもと一緒に魚をさばく機会もないので、とても良い体験をさせてもらいました。
	●魚をさわると手のにおいが消えず、油っぽさもとれないので、手洗いのところに固形石鹸あるとよい。
	４．成果と課題
	（１）成果
	〇今の生活の中で魚をさばく機会が減っているので、そういった機会が得られたことは参加者にとって貴重な体験となった。４テーブルに対して講師３名と作業手順で分からないことは講師の方を呼び、個別に丁寧に教えてもらうことができ、魚のさばき方をきちんと学ぶことができた。
	〇漁船に乗船し、釣姫の養殖場である海に浮かぶいけすを間近で見学させていただくことができ、漁業も漁の時代から養殖時代へと変化をとげている現在の状況について理解することができた。子どもたちにとっては口に入る魚がこのように育てられていることを知るよい機会となった。
	〇民宿泊を通して、民宿の方と話し触れ合うことでつながりを持つことができた。事業参加をきっかけに普段から漁家さんとつながりを深められている参加者がおられる。
	（２）課題
	● 今年度は滋賀県の高島市に広報のちらしを送付し、参加者を得ることができた。絞った
	地域によっては参加者が少ない場合があるので、新しい地域を模索しつつ、他の事業への参加者が多い地域などを考慮して広報していく必要がある。
	また、小浜市が「鯖　復活」プロジェクトを進めておられるので、もっとこの事業と連携できることはないか、広報を含めて関係を持っていくことができるとよい。
	５．活動の様子
	【講師の話】　　　　　　【さばのさばき】  　　　【塩つけ】

